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1. はじめに

アベイル粒剤は、日本曹達㈱が開発したアセタ
ミプリドと米国デュポン社で開発されたシアント
ラニリプロールを有効成分として開発された混合
粒剤です。

2013年度より （社）日本植物防疫協会を通じて
NI-36粒剤の試験番号で委託試験を実施し、育苗期
後半の株元処理で葉菜類・果菜類等の各種害虫に
対する実用性が確認され、2015年２月18日に農薬
登録を取得いたしました。

本剤は、カメムシ目害虫に強いアセタミプリド
と、チョウ目害虫を中心に幅広い殺虫スペクトラ
ムを有するシアントラニリプロールがバランス良
く配合されており、より幅広い殺虫スペクトラム
と安定した防除効果を示します。また、野菜類のセ
ル苗やポット苗の育苗期株元処理でも速やかに効
果を発現しかつ長期間安定した防除効果が持続す
るように最適化された粒剤となっております。

ここに本剤の特長や使用方法等をまとめました
ので、実際の防除やご指導の際の参考としていた
だければ幸いです。

2. 登録内容

■ 登録番号：第23623号
■ 有効成分：�アセタミプリド……………0.25% 

シアントラニリプロール…0.50%
■ 性　　状：褐色細粒
■ 有効年数：４年
■ 包　　装：１㎏×12袋

3. 安全性

■ 毒性：�普通物 
（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

■ 有害性情報（製剤）

農林水産省登録　第 23623 号

■ 環境影響情報（原体）
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4. 特長

（1）殺虫スペクトラム
本剤はアセタミプリドとシアントラニリプロール 

をバランス良く配合したことにより、ハスモンヨト

ウ、コナガなどのチョウ目害虫、アブラムシ、コナジ
ラミなどのカメムシ目害虫、アザミウマ類およびハ
モグリバエ等の幅広い害虫種に対して、高い効果を
示します。（表１）

（2）訪花昆虫・天敵に対する影響
一方で、アベイル粒剤の処理時期は『育苗期後半

から定植当日まで』ですので、その後放飼される訪

花昆虫や天敵類に対する直接的あるいは間接的影
響は極めて少ない剤です。（表２）
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表１. 殺虫スペクトラム

表２． 訪花昆虫・天敵に対する影響



（3）作用機構
・アセタミプリドはシナプス後膜に存在するアセチ
ルコリン受容体に結合し、イオンチャンネルの膜透
過性を変化させて神経伝達を阻害し、麻痺・死亡さ
せます。（図１）
・シアントラニリプロールは筋小胞体のリアノジン
レセプターに結合することにより、筋小胞体から細
胞内にカルシウムイオンを放出させ続けます。その
結果、昆虫は筋収縮・体収縮をおこし、通常の行動が

できなくなり、摂食活動を停止して、やがて餓死しま
す。（図２）
・アベイル粒剤は異なる2つの作用機構を持つ混合
粒剤のため、薬剤抵抗性害虫に対しても有効です。

（表３）
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表３ IRACグループ



（4）作用性
アベイル粒剤は、速効性と残効力を兼ね備えた防

除効果が最適化された粒剤であり、野菜類のセル苗
やポット苗に対して育苗期後半の株元処理で速や
かにかつ長期間安定した防除効果を示す粒剤と
なっております。
●速効性：ワタアブラムシが寄生するきゅうり苗の
株元にアベイル粒剤を処理すると、既存の粒剤や灌
注剤と比較して、より速やかにその増殖を停止させ
てきゅうり苗を守ります。（図４）

●温度別殺虫活性：アベイル粒剤は温度による殺虫
活性の変動はみられず、どの温度域でも安定してハ
スモンヨトウ１齢幼虫の食害を阻止します。（図５）

5. 圃場における効果

アベイル粒剤とほぼ同様な処理法の殺虫剤と各
種害虫に対する効果を比較したところ、アベイル粒
剤は葉菜類のセル苗、果菜類のポット苗に対する育
苗期後半の株元処理で、幅広い害虫に対して長期に
わたり高い効果を示しました。（図６〜９）
・社内試験（抜粋）

─3 8─

図４． きゅうりのワタアブラムシ個体群に対する即効的効果（2015年）

図５． キャベツのハスモンヨトウに対する温度別殺虫効果（2015）
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図６． �キャベツのアブラムシ類（モモアカアブラムシ、ダイコンア
ブラムシ主体）に対する効力（2015年）

図７． �キャベツのコナガに対する効力（定植３日前処理）（2013年）
図９． �きゅうり：アザミウマ類（ミナミキイロアザミウマ）に対する効力

図８． �トマトのコナジラミ類（タバココナジラミ バイオタイプＱ）に
	 対する効果

・日植防委託試験結果（抜粋）
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図１０． �薬害試験結果

写真１． きゅうり（4g/株処理、品種：北進）の薬害症状

6. 薬害試験結果および薬害症状について

一部作物に対してアセタミプリド由来の薬害症
状が発現する場合がありますが、処理時既展開葉の
みの発現であり、その後の作物の生長にはほとんど
影響がありません。（図10、写真１）
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図12． 粒剤散布のタイミングについて

７. 適用害虫と使用方法

８. 上手な使い方

アベイル粒剤の処理適期は育苗期後半（定植１
週間前〜定植当日）となっております。害虫種にもよ
りますが、適正な時期に処理していただくことで、１
か月程度の防除効果が期待できます。（図12 〜13）
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図13． �ピーマンのモモアカアブラムシ※に対する灌注処理タイミン
グ別効果（2013年）（※2016年1月12日現在アブラムシ類の登録はありません。）

写真２． �灌水による粒剤の崩壊性について

また、処理後は軽く灌水してください。灌水により
粒剤は若干崩壊しますが、溶出して見えなくなるこ
とはありませんので、散布を忘れる可能性や２度ま
きをするおそれはありません。（写真２）

9. 終わりに

前述のとおり、アベイル粒剤は葉菜類のセル苗お
よび果菜類のポット苗に対して、育苗期後半の株元
処理で幅広い害虫に高い効果を示すだけでなく、速
効性と残効力を兼ね備えた粒剤となっております。
登録作物および害虫につきましては、順次適用拡大
を行っていく予定にしておりますので、本剤の特長
をご理解いただき、体系防除の始めの１剤として有
効にご利用いただければ幸いに存じます。

最後になりましたが、本剤の開発に当たりご協力
いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。今後
もより一層のご指導・ご助言を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

無処理 2g散粒直後

15cc灌水後 50cc灌水後


